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0. はじめに 
 本研究は中国黒竜江省の北部に位置する伊春市嘉蔭県紅光郷太平村で使用されている方
言を扱う。太平村住民の多くが河北省東光県、山東省の曹県及び泰安県から移住してきた
人々であるために、当地で話されている方言は周辺の地域の方言と異なっているといわれ
ている。しかし、管見の限りでは、この方言に関する詳しい資料はない。筆者は黒竜江省
出身で、母語は太平村の周辺地域の方言とともに、東北官話の同じ分枝に属している。本
研究は筆者自身の方言を媒介言語とし、現地調査を行う。得られた録音データを使用し、
大平村方言の音韻システムについて分析することを目的とする。なお、本研究で使用して
いる例文番号、下線、囲み線、括弧内の説明や日本語訳などは、とくに断りのない限り、
筆者によるものである。 
 
1. 太平村方言の位置づけ 
 中国社会科学院・オーストラリア人文科学院（編）(2012: 8)では、「中国漢語方言は大き
く十大方言に分かれる。それぞれ官話、晋語、呉語、湘語、閩語、粤語、贛語、客家語、
徽語と、平話及び土話である。さらに、官話は東北官話、冀魯官話、膠遼官話、北京官話、
中原官話、蘭銀官話、西南官話と江淮官話に分けられる」と述べている。 
 黒竜江省で使われている漢語方言は主に東北官話であるが、移民によって形成された方
言島では北方官話と膠遼官話も使用されている。黒竜江省には四つの方言島があり、太平
村方言はその方言島の一つであると位置づけられている。聶(2005: 123)は「太平屯方言は
黒竜江省嘉蔭県の太平屯あたりで使用されている。住民は主に河北東光県、山東省曹県と
泰安県から来ている。太平屯方言は河北方言と山東方言を基礎に形成されている」と述べ
ている。 
 
2. 先行研究 
 太平村方言に関する研究は郭(1986)、賀(1986)、聶(2005)がある。これらの研究はいずれ
も黒竜江省、或は東北官話諸方言の分布についての研究である。 
 まず、郭(1986: 185)による太平村方言の声母、韻母及び声調についての言及を以下にま
とめる。声調の調値はそれぞれ普通話における第一声(55)、第二声(35)、第三声(214)、第四
声(51)に対応する。 
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太平村方言の声母(23 個): p, ph, t, th, k, kh, m, n, ŋ, f, s, ɕ, ʂ, x, ts, tsh, tɕ, tɕh, ʈʂ, ʈʂh, ɻ, l, ø1 
太平村方言の韻母(34 個): 
開口呼2  ――  a, o, ɤ, ai, ei, au, ou, ǝn, aŋ, ǝŋ, ǝɹ 
斉歯呼   ――  ɿ, ʅ3, i, ia, ie, iau, iou, in, iaŋ, iŋ 
合口呼   ――  u, ua, uo, uai, uei, un, uaŋ, uɤŋ 
撮口呼   ――  y, ya, ye, yn, yŋ 
太平村方言の声調調値(4 つ): 24, 53, 35, 31 
 
 賀(1986)、聶(2005)はともに郭(1986)をベースとして例を少し加えただけである。聶(2005: 
123)は「太平村方言には普通話にない母音[ya]があり、[an, iɛn, uan, yan]がなく、代わりに[a, 
ia, ua, ya]と発音する」と説明し、賀(1986: 181)は「例えば、「班」[pa]([pan]4)、「店」[tia]([tiɛn])、
「官」[kua]([kuan])、「院」[ya]([yan])」とさらに具体的に例を挙げている。 
 三つの研究はいずれも東北官話諸方言の分布に関するもので、大まかな紹介しか述べら
れていない。それに加えて、郭(1986)のデータ収集は 1950 年代に行ったものであるという
が、どのように調査を行ったのか、調査資料がどのようなものかについてもはっきりと説
明されていない。そこで、本研究では録音調査を行い、太平村方言の音韻体系を考察した
い。 
 
3. 調査 
 筆者は四人のインフォーマントの協力を得て、太平村で三回録音調査を行った。録音デ
ータをエクセルに書き起こし、データについて分析を行う。方言の発音は IPA で表記し、
声調は五度標記法で IPA の右に記す。以下、インフォーマント情報である。 
 
  
                                                        
1 郭(1986)ではこれに関する説明がないが、銭（主編）(2001: 62)ではこれを零声母と呼び、「阿[a]」や「影
[iŋ]」など、頭声母がない語の声母を指すと述べている。 
2 「漢語の音節には声母と韻母があり、韻母がさらに韻頭、韻腹(韻母に必ずある核心的部分で、通常「主
(要)元音」と呼ばれる)と韻尾に分けられる」(語言学名詞審定委員会（編）2011: 148) 
「開口呼は明・清四呼の一種であり、[i]、[u]と[y]が韻頭、或は韻腹にある韻母のことである。他に、合
口呼(韻頭或は韻腹が[u]である韻母のこと)、斉歯呼(韻頭或は韻腹が[i]である韻母のこと)と撮口呼(韻頭或
は韻腹が[y]である韻母のこと)がある」(語言学名詞審定委員会（編）2011: 151) 
3 「舌尖韻母-i は二つの形式を持っている：一つは舌尖前韻母[ɿ]で、それだけで音節をなすことができな
く、声母[ts, tsh, s]の後ろに続く。もう一つは舌尖後韻母[ʅ]で、単独で音節をなすこともできない。声母[ʈʂ, 
ʈʂh, ʂ]の後ろに続く」(刑（主編）2011: 76) 
4 ([ ])内は筆者が付け加えた漢語普通話の発音である。 
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表 1: インフォーマント情報(2016 年時点での年齢) 
調査協力者 年齢 出身地 言語形成期の住所 性別 
GBH 76 金鉱5 太平村 男 
LXM 77 河北省 太平村 男 
XWJ 84 河北省 太平村 男 
LBX 78 太平村 太平村 男 
 
4. 太平村方言の音韻システムの考察 
 本研究は主にインフォーマント GBH 氏の音声データを用い、声母、韻母、声調とその
他の音韻特徴の順で調査結果をまとめる。以下、本研究で挙げる例文は中国語の漢字標記
を[漢]、太平村方言の音声標記を[太]、普通話の音声標記を[普]、グロスを[日]、日本語訳
を[訳]で表記する。対応する漢字が無い場合は#を用いる。なお、実際の分析はソフトウェ
アの使用とともに筆者の内省も参照する。 
 
4.1. 太平村方言の声母 
 考察することにより、太平村方言の声母を以下にまとめる。本節では普通話と異なる特
徴を重点的に説明する。( )内は異音である。 
 
太平村方言の声母: p, ph, t, th, k, kh, m, n, f, ⱱ([w]), s, ɕ, ʂ, x, ts, tsh, tɕ, tɕh, ʈʂ, ʈʂh, ɻ, l, ø([ŋ, n]) 
普通話の声母(刑（主編）2011: 46 により) 
: p, ph, t, th, k, kh, m, n, ŋ, f, s, ɕ, ʂ, x, ts, tsh, tɕ, tɕh, ʈʂ, ʈʂh, ɻ, l, ø 
 
4.1.1. 声母/ⱱ/ 
 普通話において韻母[u_](単韻母を除いて)で始まる語は、太平村方言において次の 2 つの
音声実現に対応する。一つは唇歯はじき音[ⱱ]で、もう一つは両唇軟口蓋接近音[w]である。
まず[w]について考察する(例 1)。インフォーマントがこの音を調音する際に、両唇の弱い
丸め([u]のように唇を前に突き出さず、両唇を少し丸める)が観察されたため、[w]であると
判断した。次は[ⱱ]である(例 2)。当該声母のはっきりとした破裂は確認できないが、イン
フォーマントの発音時には唇歯の接触が視認されたことから、[ⱱ]であると判断した。 
 
例 1. 
[漢]这       合着          我这             刚               过完              生日，      七十六                了  呗！ 
[太]ʈʂɤ51  xɤ24ʈʂɤ      wɤ35ʈʂɤ        kaŋ24         kuɤ53wan35  ʂɤŋ52ɻʅ23  tɕi55ʂliǝʊ51        lɤ   pei! 
[普]ʈʂɤ51  xɤ35ʈʂɤ      uo214ʈʂɤ51   kaŋ55         kuo51uan35  ʂɤŋ55ɻʅ51  tɕi55ʂʅ35liǝu51   lɤ   pei! 
[日]こう   計算する  私                  ちょうど  過ぎ終わる  誕生日       七十六歳            た  語気詞 
[訳]計算してみたら、私の誕生日がちょうど過ぎたばかりなので、76 歳になったね！ 
                                                        
5 嘉蔭県近くにある町である。 
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例 2.  
[漢]他      正好                 在那儿        喂              马，     他      就                  唠这嗑儿。 
[太]tha33 ʈʂɤŋ42xaʊɹ24   tsai31nǝɹ21  ⱱei32        ma24,    tha33  tɕiǝʊ              laʊ42ʈʂɤkɤɹ44 
[普]tha55 ʈʂɤŋ51xauɹ214 tsai51naɹ51  uei51         ma214,  tha55  tɕiǝu51          lau51ʈʂɤ51kɤɹ55 
[日]彼      ちょうど          そこで         飼育する  馬          彼      そうしたら  これについて話し合う 
[訳]ちょうど彼はそこで馬を飼育していたので、そうしたら彼はこれについて話してきた。 
 
 こういった現象は筆者の母語の東北官話にもみられる。筆者自身の内省では普通話にお
ける[øu_]音節の[u]に[ⱱ]が対応する。例外として、普通話の[uo]については[wɤ]のみが対応
する。これに関しては太平村方言も同様である。例えば、以上の例文にある「我」の発音
は[wɤ35]であるが、普通話では[uo214]が対応する。従って、音素/ⱱ/を立て、その実現する
音声として[w]と[ⱱ]があると考える。基本的に交換可能であるが、音節[wɤ]には[ⱱɤ]という
異音は現れない。 
 
4.1.2. ゼロ声母/ø/ 
 普通話におけるゼロ声母に対し、太平村方言では 3 つの音声が対応する。それぞれ[ŋ]、
[n]及びゼロ声母のままである。全体的に見て、韻母[a_, e_, ɤ_, ʊ_]などの前において、[ŋ]
と[n]が現れ、[ŋ]の出現率が比較的高い。しかし、それぞれの韻母と[ŋ]、[n]の間には相関
関係は無いらしく、相互に交換可能である。例えば、韻/ai/の前で三つの形式は全部現れう
る。以下の三つの例の音形を見ると、最初の 2 つは調音器官により閉鎖が観察されるが、
最後の例からは見られない。以下の例は会話データから抽出したものである。 
 
[漢]哎 [漢]哎 [漢]哎呦 
[太]ŋai31 [太]nai31 [太]ai22jǝu21 
[普]ɛ51 [普]ɛ51 [普]ai55iou 
[日]語気詞 [日]語気詞 [日]語気詞 
   
図 1: [ŋ] 図 2: [n] 図 3: [ø] 
 
 なお、韻母[i_, y_]の前には決して[ŋ]と[n]が現れないため、音素のゼロ声母/ø/を立てるこ
とにする。ゼロ声母は韻母[a_, e_, ɤ_, ʊ_]などの前において、[ŋ]と[n]の異音になり、韻母[i_, 
y_]の前においてはゼロ声母のままである。 
 
4.1.3. 声母/ɻ/と/j/ 
 普通話で[ɻ]が現われるところに、太平村方言では 2 つの音形が対応する。それぞれ[ɻ]と
中国黒竜江大平村方言に関する音韻的研究 
51 
 
[j]である。実際に音形[j]に対して、単韻母[i]であるか、接近音の[j]であるかの判断はしづ
らいが、筆者は子音[ɻ]から直接母音の[i]になったというより、[ɻ]が硬口蓋化した結果とし
て、[j]になったという方が合理的だろうと考えている。以下はそれぞれの対応例である。 
 
[漢]一大家人 [漢]忍不住 
[太]i24ta31tɕia23ɻǝn42 [太]jn21bu24ʈʂu31 
[普]i35ta51tɕia55ɻǝn35 [普]ɻǝn214bu35ʈʂu51 
[日]大家族 [日]我慢できない 
  
図 4: [ɻ] 図 5: [j] 
 
 筆者の内省により、母語の東北官話にも同じ現象がある。普通話で[ɻaŋ, ɻan, ɻʊŋ]などと
発音される語に対して、自分の母語では[jaŋ, jan, jʊŋ]と発音される語が対応することがある。
しかし、このような対応は[ɻ]から[j]にしか変化せず、その逆は基本的にない。 
 
4.1.4. [ts, tsh, s]と[ʈʂ, ʈʂh, ʂ]の混用 
 太平村方言においては[ts, tsh, s]と[ʈʂ, ʈʂh, ʂ]の揺れが観察される。インフォーマントの
XWJ 氏は普通話では[ʈʂuan51]と発音される語を、[tsuan51]と発音したり、[ʈʂwan51]と発音
したりしている。筆者の内省によれば、東北官話にも同じような現象があり、お互いに交
換可能で、特に条件付きの現象ではない。 
 
4.2. 太平村方言の韻母 
 太平村方言の韻母を以下にまとめる。太平村方言は普通話と大した差が見られなかった
が、特徴的なところを中心に概説する。 
 
表 2: 太平村方言の韻母表 
単韻母 a, ɤ, i(ʅ, ɿ), u, y 
韻母 a_ ai, aʊ, an, aŋ 
韻母 e_, ǝ_, ɤ_ ei, ǝʊ, ǝn, ǝɹ, ɤŋ 
韻母 o_, ʊ_ ʊŋ 
韻母 i_ ia, iɛ, iaʊ, iǝʊ, iɛn / iã, in, iaŋ, iŋ 
韻母 u_ ua, uɤ, uai, uei, uan, un, uaŋ 
韻母 y_ y, yɛ, yɛn, yn, yŋ 
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4.2.1. 単韻母/ɤ/ 
 普通話の韻母/o/に対応する太平村方言の韻母は/ɤ/である。普通話では[uo214]と発音され
る語に対して、[wɤ24]と発音される。例えば、次のようである。 
 
例 3.  
[漢]我          是            在          什么          地方         出生               呢？ 
[太]wɤ35     ʂʅ43        tsai31    ʂǝn45mɤ    ti54waŋɹ   ʈʂhu44ʂɤŋ44    ni. 
[普]uo214   ʂʅ51        tsai51    ʂǝn35mɤ    ti51fang    ʈʂhu55ʂɤŋ55    nǝ. 
[日]私          である   で          何               ところ      生まれる       疑問詞 
[訳]私はどこで生まれたのかというと？ 
 
4.2.2. 韻母/ʊ/ 
 韻母/u/が音節中或は音節末に現れる場合、太平村方言では[ʊ]と発音する。従って、普通
話の韻母/au/に対応する太平村方言の韻母は/aʊ/である。[u]より少し緩めに発音する。例え
ば、「找」は普通話では[ʈʂau213]と発音されるのに対して、太平村方言では[ʈʂaʊ212]と発音
さる。「嫂」は普通話では[sau214]と発音されるのに対して、太平村方言では[ʂaʊ212]と発
音される。 
 
4.2.3. 韻母/ǝʊ/, /ʊŋ/ 
 普通話の韻母/ou/に対応する太平村方言の韻母は/ǝʊ/である。例えば、「頭」は普通話で
は[tou55]と発音されるのに対して、太平村方言では[tǝʊ24]と発音されている。 
 普通話の韻母/ʊŋ/に対応する太平村方言の韻母は二通りある。一つ目は普通話と同じ/ʊŋ/
である。例えば、「同」は普通話では[thʊŋ35]と発音されるのに対して、太平村方言でも
[thʊŋ24]と発音されている。もう一つの太平村方言の韻母は/ɤŋ/である。普通話では[nʊŋ24]
と発音されるのに対して、太平村方言では[nɤŋ42]と発音されている。全体的に見れば、こ
のような変化は声母/n/の後ろにしか現れない。[n]及び[ŋ]の調音器官の影響で、舌の位置が
変化したと考えられる。 
 
4.2.4. 韻母/iɛn/ 
 普通話の韻母/iɛn/に対応する太平村方言の韻母は全部で二通りある。一つ目は普通話と
同じで、/iɛn/である。もう一つは/iã/であるが、厳密にいえば、/ia/と/iã/の中間的な発音で、
/iã/寄りである。しかも、そのどちらを用いるかについては規則がないと考えられる。例え
ば、太平村方言では「电话儿」を[tiã21xuaɹ]と発音したり、[tiɛn21xuaɹ41]と発音したりして
いる。 
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例 4. 
[漢]我          随后儿            就             给           姑娘          打         了           个        电话儿。 
[太]wɤ23     ʂui24xǝʊɹ41    tɕiǝʊ31     kei212    ku33niaŋ   ta212    lɤ            kɤ        tiã21xuaɹ. 
[普]uo214    sui35xou51      tɕiǝu51     kei214    ku55niaŋ    ta214    lɤ            kɤ51    tiɛn51xuaɹ51. 
[日]私          その後            すぐ         に           娘               する     過去形   一つ    電話 
[訳]私はその後すぐに娘に電話した。 
 
4.2.5. 韻母/iʊŋ/ 
 次に普通話の韻母/iʊŋ/に対応する太平村方言の韻母/yŋ/を見る。[i＋ʊŋ]ではなく、[iʊ＋
ŋ]と発音されていると考えられる。[iʊ]はさらに[ŋ]の調音位置の影響で後ろ寄りになり、[y]
になったのであろう。普通話の「穷」の発音は[tɕhiʊŋ35]であるが、太平村方言では[tɕhyŋ24]
と発音されている。 
 
4.3. 太平村方言の声調 
 この節では、太平村方言の声調について整理する。記述にあたっては、普通話の第一声、
第二声、第三声、第四声が、太平村方言ではどのような調値の語に対応するかまとめる。 
 
4.3.1. 第一声の調値 
 普通話の第一声の平坦な声調(調値: 55)に対して、太平村方言では 3 種類の調値が対応す
る。それぞれ平旦調、上昇調及び下降調である。 
 
[漢]商量 [漢]金矿 [漢]家里 
[太]ʂaŋ33liaŋ [太]tɕin35khuaŋ53 [太]tɕia42li24 
[普]ʂaŋ55liaŋ [普]tɕin55khuaŋ51 [普]tɕia55li214 
[日]相談する [日]金鉱 [日]家の人 
   
 
図 6: [tɕin35khuaŋ53] 
 
 なお、上昇調、および下降調に変化する条件として、次のような変調の規則が考えられ
る。ただし、このような変調の規則は、必ずしも常に適用されるとは限らない。あくまで
もこのような傾向があるという点を指摘するに留める。  
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上昇調へ変調: 下降調＿ または ＿下降調 
下降調へ変調: ＿上昇調 
 
4.3.2. 第二声の調値 
 普通話の第二声の上昇調(調値: 35)に対して、太平村方言では 2 種類の調値が対応する。
一つは普通話の調値と同じで、上昇調で発音される。もう一つは下降調で発音される。 
 
[漢]一大家人 [漢]干活 
[太]i24ta31tɕia23ɻǝn42 [太]kan21xuɤɹ41 
[普]i35ta51tɕia55ɻǝn35 [普]kan51xuo35 
[日]大家族 [日]大家族 
 
図 7: [i24] 
 
 以上で見たように、普通話の第二声の上昇調(調値: 35)に対して、太平村方言では上昇調
と下降調の二種類が対応している。全体としては、上昇調で発音されるケースが多い。下
降調で発音される場合、どのような条件が働いているかについては、筆者の観察からは特
に何も見出せなかった。 
 
4.3.3. 第三声の調値 
 普通話の第三声の屈折調(調値: 214)に対して、太平村方言では 2種類の調値が対応する。
それぞれ上昇調と屈折調である。上昇調で発音されるケースが多い。 
 
[漢]我是 [漢]我那嫂子 
[太]wɤ24ʂʅ43 [太]wɤ212na31ʂaʊ212ʈʂʅ 
[普]uo214ʂʅ51 [普]uo214na51sau214tsɿ 
[日]私は～である [日]兄の嫁  
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図 8: [wɤ24] 図 9: [wɤ212] 
 
4.3.4. 第四声の調値 
 普通話の第四声の下降調(調値: 51)に対して、太平村方言では例外なく下降調が対応して
いる。太平村方言では比較的調値が低いが、下がる傾向は同じである。 
 
[漢]我是 [漢]我那嫂子 
[太]wɤ35ʂʅ43 [太]wɤ212na31ʂaʊ212ʈʂʅ 
[普]uo214ʂʅ51 [普]uo214na51sau214tsɿ 
[日]私は～である [日]兄の嫁 
 
5. 関連方言システムとの比較 
 この節では関連地域方言の音韻システムと比べてみる。なお、太平村方言の先行研究に
あるデータとも比較の対象とする。以下のデータは郭(1986)――太平村方言の先行研究、
李（主編）(1997)――哈爾濱方言の先行研究、陳(1998)――東光方言の先行研究、銭（主編）
(2001)――済南方言の先行研究を参照したものである。結果をまとめる際に、同じ韻母或
は声母の異形態を数として入れないこととし、併せて先行研究も直し、統一する。 
 
5.1. 声母の比較 
 先行研究では、/ŋ/を音素として立てているが、筆者はそれを音素ではなく、ゼロ声母の
異音の一つであると考えている。なお、太平村方言には唇歯弾き音[ⱱ]があり、東光方言及
び済南方言は有声唇歯摩擦音の[v]を持っている。推測ではあるが、太平村方言の[ⱱ]は[v]
から変化してきたのではないかと思われる。[ȵ]と[ɂ]は太平村方言からは観察できなかった。 
 
表 3: 声母の比較(()内は声母の数を表し、{}内は同じ声母の異形態を表す) 
太平村 
方言(22) 
p, ph, m, 
f 
t, th, n, l ts, tsh, s 
ʈʂ, ʈʂh, ʂ, 
ɻ 
tɕ, tɕh, ɕ k, kh, x  ø{ŋ, ⱱ} 
研究: 太平村 
方言(23) 
p, ph, m, 
f 
t, th, n, l ts, tsh, s 
ʈʂ, ʈʂh, ʂ, 
ɻ 
tɕ, tɕh, ɕ 
k, kh, x, 
ŋ 
 ø 
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東北官話 
(哈爾濱 22) 
p, ph, m, 
f 
t, th, n, l ts, tsh, s 
ʈʂ, ʈʂh, ʂ, 
ɻ 
tɕ, tɕh, ɕ  
k, kh, x, 
ŋ 
  
冀魯官話 
(東光 25) 
p, ph, m, 
f, v   
t, th, n, l ts, tsh, s 
ʈʂ, ʈʂh, ʂ, 
ɻ 
tɕ, tɕh, ɕ, 
ȵ 
k, kh, x, 
ŋ 
ɂ  
中原官話 
(済南 25) 
p, ph, m, 
f, v 
t, th, n, l ts, tsh, s 
ʈʂ, ʈʂh, ʂ, 
ɻ 
tɕ, tɕh, ɕ, 
ȵ 
k, kh, x, 
ŋ 
 ø 
 
表 4: 声母に関する特徴の比較 
 嘉蔭方言 東光方言 済南方言 太平村方言 
無気音と有気音の混用 ○ ―― ―― ―― 
[ts, tsh, s]と[ʈʂ, ʈʂh, ʂ]の混用 ○ ○ ―― ○ 
[ts, tsh, s]と[tθ, tθ, θ]の混用 ―― ―― ○ ―― 
[ɻ]の発音 [ɻ, l, ø] ―― ―― [ɻ, ø] 
ゼロ声母の場合 [n]出現 [ŋ]出現 [ŋ]出現 [ŋ]/[n]出現 
 
5.2. 韻母の比較 
 先行研究との違いとして、筆者の調査では韻母[o]と韻母[ya]が見当たらなかった。しか
し、普通話の[iɛn]に対応する太平村方言は[iã]があることが分かった。済南方言にも同じよ
うな韻母がある。推測ではあるが、当地の住民は出身地の影響で韻母を鼻母音化して発音
してきたが、周りの影響或いは普通話の影響で徐々に変わってきていると思われる。現在
はまだ少し残っているが、今後こうした特徴がなくなる可能性が大きいであろう。 
 
表 5: 韻母の比較(()内は韻母の数を表し、{}内は同じ韻母の異形態を表す) 
 開口呼 斉歯呼 合口呼 撮口呼 
太平村方言 
(33) 
a, ɤ, ai, aʊ, an, aŋ, 
ei, ǝʊ, ǝn, ǝɹ, ɤŋ, 
ʊŋ 
i{ɿ, ʅ}, ia, iɛ, iaʊ, 
iǝʊ, iɛn{iã}, in, 
iaŋ, iŋ 
ua, uɤ, uai, uei, 
un, uan, uaŋ 
y, yɛ, yɛn, yn, yŋ 
研究: 太平村 
方言(32) 
a, o, ɤ, ai, ei, au, 
ou, ǝn, aŋ, ǝŋ, ǝɹ 
i{ɿ, ʅ}, ia, ie, iau, 
iou, in, iaŋ, iŋ 
u, ua, uo, uai, uei, 
un, uaŋ, uɤŋ 
y, ya, ye, yn, yŋ 
普通話 
(37) 
a, o, ɤ, ɛ, ai, ei, 
au, ou, an, ǝn, aŋ, 
ǝŋ, ʊŋ, ǝɹ 
i{ɿ, ʅ}, ia, iɛ, iau, 
iou, iɛn, in, iaŋ, 
iŋ, iʊŋ 
u, ua, uo, uai, uei, 
uan, uǝn, uaŋ, 
uɤŋ 
y, yɛ, yɛn, yn 
東北官話 
(哈爾濱 36) 
a, ɤ, ai, ei, au, ou, 
an, ǝn, aŋ, ǝŋ, ǝɹ 
i{ɿ, ʅ}, ia, iɛ, iau, 
iou, iɛn, in, iaŋ, iŋ 
u, ua, uo, uai, uei, 
uan, uǝn, un, uaŋ, 
uɤŋ, uŋ 
y, yɛ, yan, yn, yŋ 
中国黒竜江大平村方言に関する音韻的研究 
57 
 
冀魯官話 
(東光 36) 
a, o, ɤ, ɛ, ai, ei, 
au, ou, an, ǝn, aŋ, 
ǝŋ, ǝɹ 
i{ɿ, ʅ}, ia, iai, iau, 
iou, iɛn, in, iaŋ, iŋ 
u, ua, uo, uai, uei, 
uan, uǝn, uaŋ, uŋ 
y, yɛ, yan, yn, yŋ 
中原官話 
(済南 37) 
a, ǝ, ᴐ, ɛ, ã, ẽ, ei, 
ou, aŋ, ǝŋ, ǝɹ 
i{ɿ, ʅ}, ia, iã, iẽ, 
iɛ, iǝ, iau, iou, 
iaŋ, iŋ 
u, ua, uɤ, uɛ, uei, 
uã, uẽ, uaŋ, uŋ 
y, yǝ, yã, yẽ, yŋ 
 
表 6: 韻母に関する特徴の比較 
 嘉蔭方言 東光方言 済南方言 太平村方言 
韻母[uo]と[ɤ]の混用 ―― ○ ○ ―― 
韻母[o]から[ɤ]への変化 ○ ―― ―― ○ 
韻母の鼻音化 ―― ―― ○ ○ 
韻母[ɤ]から[ǝɹ]への変化 ―― ○ ―― ○ 
韻母[ie]から[iai]への変化 ―― ○ ―― ―― 
韻母[ya] ―― ―― ―― ―― 
 
5.3. 声調の比較 
 全体的に見れば、声調において出身地の特徴の残存がとてもはっきりしている。先行研
究と比べると、大体同じ傾向を示し、出身地の影響を受けていることが分かる。しかし、
筆者の調査結果を見ると、出身地と同じ傾向にある声調で発音するとともに、普通話或い
は周りの地域の方言の影響で、二通り或いはそれ以上の声調の形を持っている。方言の融
合で、このような現象が起きていると推測できよう。 
 
表 7: 声調の比較 
 陰平(第一声) 陽平(第二声) 上声(第三声) 去声(第四声) 
太平村方言 44 / 24 / 42 42 / 24 24 / 212 41 
研究: 太平村方言 24 53 35 31 
普通話 55 35 214 51 
東北官話(哈爾濱) 44 24 213 53 
冀魯官話(東光) 323 53 44 31 
中原官話(済南) 213 42 55 21 
 
6. おわりに 
 本研究では録音データにより、太平村方言の音韻システムについてまとめてみた。全て
インタビュー調査であったため、分析するには行き届いていないところはたくさんあるが、
方言島と位置づけられているこの地域にはまだ出身地の方言の特徴が残っていることが分
かった。しかし、周りの地域の方言との融合及び普通話教育の進行により、出身地方言の
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特徴の残存率はかなり減少している。しかも、筆者は現地の人たちとの交流の中で 30 代以
下の方たちが使用している方言と筆者自身が使っている方言とは特に違いがないと感じた。
おそらく、何十年も経たないうちに、太平村方言島がなくなるのではないかと考えられる。
このデータが方言記録に少しでも力になれれば光栄である。 
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